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	応用
	抗原情報
	背景
	ジンクフィンガーおよびホメオボックス遺伝子ファミリーのメンバーは、核内ホモ二量体転写リプレッサーであり、核因子Y（NF-YA）のAサブユニットと相互作用し、2つのC2H2型ジンクフィンガーと5つのホメオボックスDNA結合ドメインを含みます。この遺伝子は、この遺伝子ファミリーのメンバー2をコードします。ホモ二量体を形成することに加えて、このタンパク質は、ジンクフィンガーおよびホメオボックスファミリーのメンバー1とヘテロ二量体を形成します。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：転写リプレッサーとして機能します。、類似性：ZHXファミリーに属します。、類似性：2つのC2H2型ジンクフィンガーを含みます。、類似性：4つのホメオボックスDNA結合ドメインを含みます。、サブユニット：ホモ二量体を形成します。また、ZHX1およびZHX3とヘテロ二量体を形成します。ZHX1とのヘテロ二量体形成は、リプレッサー活性には必要ありません。 NFYAと相互作用する。,組織特異性:普遍的に発現する。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
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	ZHX2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

